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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：安藤　太一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：長瀬　洋一
山形青年会議所５９年目を迎える本年、私たちにとってＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の開催という重要な年度となります。私たちの住まうやまがたには、多くの魅力が存在します。ＡＳＰＡＣ山形大会を契機に、先輩諸兄が紡ぎ繋ぎ続け展開してきた、Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ実現へ向けた取り組みを受け継ぎ、ＬＯＭと山形大会ＣＯＣ※が一体となり、これまで行政、企業、市民と連携を図りながら地域とともに活動してきた山形青年会議所が、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を契機としの成功、今後やまがたに訪れる海外の方々に、やまがたの魅力を伝え、再びやまがたへ訪れたいと感じる運動を展開そして、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ推進のため山形の魅力を世界中へ発信していく必要があります。
まずは、地域の人々が郷土の魅力を再認識し、将来、多くの方々が訪れるまちとするために、ＡＳＰＡＣ山形大会を成功へと導くため、ＬＯＭと山形大会ＣＯＣ※の連携を強固なものとし、組織力を高め山形ＪＣメンバーを力強く牽引していきます。そして、ＡＳＰＡＣ山形大会がもたらす、様々な出逢いと経験が、メンバー一人ひとりの資質の向上に繋がるよう、日本ＪＣ、東北地区協議会、山形ブロック協議会、行政、企業、市民との連携を図る機会を創出します。また、私たちは国際的な団体であるＪＣの特徴を活かし、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の開催を通して、多くの方々と共に手を取り合い大会成功へ向け準備を進め、が山形のまちや人にとって有意義な大会となるよう、世界中の人を招き入れる観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ推進へ向け取り組みます。そして、その足掛かりとなるＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を成功へと導くために、ＬＯＭと山形大会ＣＯＣ※の連携を強固なものとし、組織力を高め山形ＪＣメンバーを力強く牽引していきます。また、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会がもたらす様々な出逢いと経験を、メンバー一人ひとりの資質の向上に繋げるために、日本ＪＣ、東北地区協議会、山形ブロック協議会、行政、企業、市民とともに、総決起大会を開催します。また、国際会議を開催した実績を山形の自信とするため、開催報告を通し次の世代へ引き継いでいきます。また、山形の魅力を世界中の方々にへ発信する機会とするために、海外姉妹ＪＣとの友好的な民間交流を通し深め、アジアの仲間とともにから世界へ向け山形の魅力を発信していきますまいります。
山形初の大規模な国際会議となるＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の開催を契機とした、関係する多くの方々が国際という機会に触れ、山形の魅力を再認識し、地域と共に世界を視野に入れた出会いと、新たな経験への取り組みに対し真摯に向かい合うことが、メンバーの資質向上、また、ＬＯＭの組織力向上、さらには、山形の魅力を力強く継続して発信し続けることで、「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
※…山形大会ＣＯＣ（Ｃｏｎｆａｒｅｎｃｅ　Ｏｒｇａｎａｉｚｉｎｇ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）

　　ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会の意
[基本テーマ]
今、花開く時。咲き誇れ、ＹＡＭＡＧＡＴＡの蕾達！！

「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」推進へ向け、この一瞬を心に刻もう！！

[重点事項]
1． ＡＳＰＡＣ開催に向けた活動に関する事項
2． ＡＳＰＡＣ総決起大会の企画・実施に関する事項
3． ＡＳＰＡＣ開催報告に関する事項
4． 海外シスターＪＣに関する事項
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